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～ 意識調査へのご協力のお願い ～ 

 

 地方分権がいよいよ実行の段階に入り、住民に対して総合的な行政サービス

提供の責務を負う市町村においては、以前にもまして、自らの判断と責任で、

よりよい地域社会を創造していくことが求められています。深刻な財政問題を

はじめ、少子高齢化や情報化など、市町村にとっての課題は多岐にわたって山

積しており、また、生活の広域化をはじめとする住民ニーズに対応した、より

質の高い新たな行政サービスの展開が求められています。 

 このような状況のもとで、高松市では、広域的なまちづくり、さらには地域

みずからの主体的なまちづくりのための有効な方策として、全国的に進められ

ている市町合併に取り組んでいます。 

広域的なまちづくり、市町合併とも、市民の意向を十分に踏まえて、長期的

展望に立って、考えていく必要があります。 

そこで、この度、市民の皆様に対する意識調査を実施することといたしまし

た。 

広域的なまちづくりと市町合併についての皆様方の意向を的確に把握し、今

後の取組みの参考とさせていただきたいと考えておりますので、ご多忙のとこ

ろ誠に恐縮ですが、趣旨をお汲みとりのうえ、ご協力を賜りますようお願い申

し上げます。 

なお、本調査は、高松市から財団法人日本システム開発研究所に委託し、実

施しておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。 

  

           平成１５年１２月  高松市長 増田 昌三 

               【高松市 企画財政部 企画課 合併推進室】 

 
 

市町合併についての市民意識調査 
調     査     票 

第３ 市民・事業所・各種団体意識調査の調査票 
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１ 本調査は、高松市の委託により、「広域的まちづくりに関する調査」の一

環として、財団法人日本システム開発研究所が実施しています。 
 
 
２ 本調査は、住民基本台帳をもとに、無作為に抽出した１８歳以上の市民、

約３，０００人を対象としています。 
 
 
３ 回答の結果は、すべて統計的に処理され、調査票に記入された個々の内容

やあなたに関する個人データが、本調査以外の目的で使用されることは絶
対にありません。 

 
 
４ 回答方式は、あてはまる項目の番号に○印をつけていただくものが大半と

なっています。また、特に指定のない設問については、すべての方がお答
えください。 

 
 
５ 本調査はあなた個人を対象としているものですので、あなた個人の考えに

基づいてご記入ください。 
 
 
６ ご記入がお済みになりましたら、本調査票を別添の封筒に入れ、密封した

上で、１２月２４日（水）までに郵便ポストに投函してください（切手は
不要です）。 

 
 
７ 本調査の内容等についてご不明な点などございましたら、お手数ですが、

下記までご連絡ください。 
 
 
 

財団法人日本システム開発研究所 国土・地域政策研究室 
担当者：芳賀（はが）、中山、矢下 

 
〒162-0087 東京都新宿区富久町 16-5 

新宿高砂ビル 
TEL：０３－５３７９－５９３２ 
FAX：０３－５３７９－５９３９ 

～ ご記入にあたって ～ 
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【問３】へ 

《高松市が果たすべき役割について》 

現在、高松市は、県庁所在都市として、また、政令指定都市に準ずる中核市として、圏域の

中心都市としての役割を果たしています。今後の高松市の果たすべき役割について、あなたの

考えをお聞かせください。 

 

【問１】 

あなたは、どのようなことから、高松市が圏域の中心都市としての役割を果たしてきている

と考えますか。次の選択肢の中から、あなたの考えに近いものを選び、番号に○印をつけてく

ださい。（３つ以内） 

 

 １ 国や企業の四国地域全体を管轄する出先機関・支店等が多く集中している。 

 ２ 質の高い商業施設や文化施設などが多く、市外からの買物客や利用者が多い。 

 ３ 道路、鉄道など広域的な交通ネットワークの中心となっている。 

 ４ 働く場所が多く、市外からの通勤者が多い。 

 ５ 大学をはじめとする教育機関が多く、市外からの通学者が多い。 

 ６ 住民のスポーツ、文化活動などが活発で、県内の活動の中心となっている。 

 ７ ごみ・し尿処理や消防・救急業務など、高松市を中心とする広域行政等が進められてい

るほか、近隣町との連携事業も活発に行われている。 

 ８ 圏域の中心都市としての役割については、特に感じられない。 

 ９ その他（具体的に                              ） 

 

【問２】 

あなたは、こうした高松市が果たしている圏域の中心都市としての役割について、どのよう

に評価しておられますか。高松市の圏域の中心都市としての役割の現状評価について、次の選

択肢の中から、あなたの考えに近いものを選び、番号に○印をつけてください。（１つだけ） 

 

 １ 十分に役割を果たしている。 

 ２ 一部に不十分な点がある。 

 ３ 全般的に不十分である。 

 ４ どちらとも言えない。 

 ５ その他（具体的に                              ） 
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【問２】で２、３を選ばれた方のみお答えください。 

【問３】 

あなたは、高松市の圏域の中心都市としての役割について、どのような点が十分でないとお

考えですか。次の選択肢の中から、あなたの考えに近いものを選び、番号に○印をつけてくだ

さい。（３つ以内） 

 

 １ オフィス・研究所・工場誘致など産業の振興や商業活動などによる都市活力の増進 

 ２ 文化、スポーツ、余暇活動などの住民交流の活発化による元気な都市づくり 

 ３ 防災および福祉、医療、教育など安心、安全な市民生活の充足 

 ４ 交通ネットワークの整備 

 ５ 自然環境や生活環境の保全 

 ６ 個性的な魅力あるまちづくり 

 ７ 都市圏域全体の一体的なまちづくりの推進 

 ８ 活力ある都市づくり、まちづくりに向けた住民の参画 

 ９ 行政と事業者との連携 

 10 その他（具体的に                              ） 

 

 

全員がお答えください。 

【問４】 

あなたは、今後も、高松市が圏域の中心都市として、必要な役割を果たしていくべきだと思

いますか。 

 

１ そう思う。 

 ２ どちらかと言えばそう思う。 

 ３ どちらかと言えばそう思わない。 

 ４ そう思わない。 

 ５ どちらとも言えない。 
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《市町合併について》 

地方自治体を取り巻くさまざまな行政課題に対応していくための方策の一つとして「市町村

合併」（高松市においては市町合併）が大きなテーマとなっていますが、市町合併に対するあ

なたの考えをお聞かせください。 

 

【問５】 

高松市では、現在、塩江町および香川町と、それぞれ合併協議会を設置していますが、あな

たはこのことを知っていますか。 

 

 １ どちらの合併協議会も知っている。 

 ２ 塩江町との合併協議会のみ知っている。 

 ３ 香川町との合併協議会のみ知っている。 

 ４ どちらの合併協議会も知らない。 

 

【問６】 

 高松市では、市町合併を考えるに当たって、主に次のような視点を整理していますが、これ

に対するあなたの評価をお聞かせください。それぞれの項目に対するあなたの評価に該当する

欄に○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   評価 
 視点                 

強 く そ
う思う 

そ う 思
う 

あまりそう
思わない 

そう思わ
ない 

判断でき
ない 

１生活圏域の広域化を踏まえた、生活圏と行政

圏とのズレの解消 

     

２行財政能力の向上、自立できる自治体への脱

皮 

     

３一定規模の確保による行政運営基盤の確立

（少子高齢化への適切な対応） 

     

４地域資源を生かした次世代への地域づくり、

新しいまちづくり 

     

５住民の負担（行政コスト）の低減による行政

サービスの充実、効率的行財政運営 

     

６運命共同体である都市圏域におけるリーデ

ィングシティとしての責任遂行 

     

７将来の道州制を展望した州都機能の確保 

 

     

１ 生活圏域の広域化を踏まえた、生活圏と行政圏とのズレの解消 
２ 行財政能力の向上、自立できる自治体への脱皮 
３ 一定規模の確保による行政運営基盤の確立（少子高齢化への適切な対応） 
４ 地域資源を生かした次世代への地域づくり、新しいまちづくり 
５ 住民の負担（行政コスト）の低減による行政サービスの充実、効率的行財政運営 
６ 運命共同体である都市圏域におけるリーディングシティとしての責任遂行 
７ 将来の道州制を展望した州都機能の確保 



 - 133 - 

【問７】 

市町合併による効果としては、次のことがあげられますが、このうち、あなたが重要と思わ

れるものは、次のうちどれですか。次の選択肢の中から、あなたの考えに近いものを選び、番

号に○印をつけてください。（３つ以内）  

 

 １ 議員・職員等の削減により経費が節減できる。 

 ２ 市町が違うことで利用しにくかった公共施設が利用しやすくなり利便性が向上する。 

 ３ 広域的視点に立った将来のまちづくりが可能になる。 

 ４ 行財政基盤の強化により自治体の行財政能力が高められる。 

 ５ スポーツ施設、文化施設等の公共施設のバランスのとれた配置により行財政の効率化が

図られる。 

 ６ 地域のイメージアップ、活性化が図られる。 

 ７ より高度で専門的なサービスを提供することができる。 

 ８ 地域の特性を活かしたまちづくりをすることができる。 

 ９ その他（具体的に                              ） 

 

【問８】 

市町合併によるマイナス面、不安な点のうち、あなたが重要と思われるものは、次のうちど

れですか。次の選択肢の中から、あなたの考えに近いものを選び、番号に○印をつけてくださ

い。（３つ以内） 

 

１ 行政区域が広がると、きめ細かな行政サービスが受けられなくなる。 

２ 地域コミュニティ、共同体意識が低下し、住民間の結びつきが希薄になる。 

３ 財政状況の悪化が懸念される。 

 ４ 自治体の規模が大きくなることにより、市民の声が届きにくくなる。 

 ５ 歴史、文化、伝統といった地域の特性が薄れてしまう。 

 ６ 中心部ばかり発展し、中心部と周辺部の間に格差が生じる。 

 ７ 市民サービスの水準の低下や負担が増加する。 

８ 合併によるメリットがわからない。 

９ その他（具体的に                              ） 
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【問９】 

 問８のようなマイナス面、不安な点に対し、どのような対応が必要だと思われますか。次の

選択肢の中から、あなたの考えに近いものを選び、番号に○印をつけてください。（３つ以内） 

 

１ 地域における行政サービスの窓口としての支所・出張所の機能を拡充させる。 

２ 自治会をはじめとするコミュニティの活動を促進するとともに、活動の拠点づくりを進

めることにより、コミュニティの活性化を図る。 

３ 地域住民の声を市政に反映させるための地域組織を設置する。 

 ４ 住民のボランティア活動支援などにより、財政負担を抑止しつつ行政サービスの水準を

維持する方策を推進する。 

 ５ 地域の特性を活かしたバランスのとれたまちづくりを進める。 

６ 行財政改革の推進により健全な行財政運営を行う。 

７ 合併によるメリットなどの詳しい情報が、簡単に入手できるようにする。 

 ８ 合併による財政シミュレーションを公表する。 

９ その他（具体的に                             ） 

 

【問１０】 

あなたは、高松市と近隣町との合併についてどのようにお考えですか。次の選択肢の中から、

あなたの考えに近いものを選び、番号に○印をつけてください。（１つだけ） 

 

 １ 合併を進めていくべきである。                  

 ２ どちらかというと合併を進めていくべきである。 

 ３ 近隣町が望めば合併を進めていくべきである。 

 ４ どちらかというと合併を進めていくべきではない。 

 ５ 合併する必要はない。 

 ６ 合併には関心がない。 

 ７ その他（具体的に                              ） 
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【問１１】 

合併後の新しいまちづくりにおいて、特に重点的に対応すべきと思われる施策は何ですか。

次の選択肢の中から、あなたの考えに近いものを選び、番号に○印をつけてください。（５つ

まで） 

 

 １ 良好な地球環境の保全と創造、リサイクル社会の形成など環境問題への対応 

 ２ 緑化、都市景観の向上、下水道整備など都市アメニティの向上 

 ３ 道路・河川の整備や防災・消防の充実など安全で安心できる生活環境の整備 

 ４ 子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり 

 ５ 地域保健や医療体制など健康づくりの充実 

 ６ 高齢者や障害者にやさしいまちづくりの推進 

 ７ 男女共同参画の社会づくりなど基本的人権を尊重する社会の確立 

 ８ 学校教育、生涯学習の推進、青少年健全育成など生涯学習社会の形成 

 ９ 地域に根ざした個性ある芸術・文化の創造と振興 

 10 商業業務機能の強化や農林水産業・工業の振興など地域を支える産業の振興 

 11 魅力のある観光・コンベンションの振興 

 12 総合的な視点に立った都市交通網の形成 

 13 環瀬戸内海圏の中核都市にふさわしい広域都心の形成 

 14 健全な市街地整備、適正な土地利用の推進など計画的な市街地の形成 

 15 情報通信機能・基盤の整備など情報通信社会に対応できる拠点機能の強化 

 16 国際化への対応と都市交流の推進 

 17 コミュニティの活性化など心ふれあうコミュニティづくり 

 18 市民と行政が協働して取り組むパートナーシップのまちづくり 

 19 行財政改革の推進 

 20 近隣町との連携推進 

 21 その他（具体的に                           ） 

 

【問１２】 

 このほか、高松市のまちづくり、市町合併などについて、ご意見があれば、下欄にご自由に

ご記入ください。 
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最後に、統計処理上必要なあなたご自身のことについておたずねします。 

 

１ あなたの性別をお答えください。 (1)男性  (2)女性 

２ あなたの年齢層をお答えくださ

い。 

(1)10 代 (2)20 代 (3)30代 (4)40 代 (5)50代

(6)60代 (7)70代以上 

３ あなたの高松市居住年数をお答え

ください。 

(1)５年未満 (2)５年以上10年未満 

(3)10年以上20年未満 (4)20年以上 

４ あなたの職業をお答えください。 (1)会社員・団体職員 

(2)公務員 

(3)商工サービス自営業（家族従業を含む） 

(4)農林水産業 

(5)自由業(作家、画家、弁護士、医師、会計士など) 

(6)パート、アルバイト、フリーター 

(7)学生 

(8)主婦 

(9)無職 

(10）その他（具体的に             ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記は、高松市および高松市が関係している合併協議会のホームページのアドレスです。是

非、アクセスしてみてください。 

 

高松市ホームページ            http://www.city.takamatsu.kagawa.jp 

高松市・塩江町合併協議会ホームページ   http://www.takamatsu-shionoe.jp 

高松市・香川町合併協議会ホームページ   http://www.citytakamatsu-townkagawa.jp 

 

－ ご協力ありがとうございました － 
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～ 意識調査へのご協力のお願い ～ 

 

 地方分権がいよいよ実行の段階に入り、住民に対して総合的な行政サービス

提供の責務を負う市町村においては、以前にもまして、自らの判断と責任で、

よりよい地域社会を創造していくことが求められています。深刻な財政問題を

はじめ、少子高齢化や情報化など、市町村にとっての課題は多岐にわたって山

積しており、また、生活の広域化をはじめとする住民ニーズに対応した、より

質の高い新たな行政サービスの展開が求められています。 

 このような状況のもとで、高松市では、広域的なまちづくり、さらには地域

みずからの主体的なまちづくりのための有効な方策として、全国的に進められ

ている市町合併に取り組んでいます。 

広域的なまちづくり、市町合併とも、市民や事業所・各種団体の意向を十分

に踏まえて、長期的展望に立って、考えていく必要があります。 

そこで、この度、市民意識調査と並行して、高松市内の事業所や各種団体の

皆様に対する意識調査を実施することといたしました。 

広域的なまちづくりと市町合併についての皆様方の意向を的確に把握し、今

後の取組みの参考とさせていただきたいと考えておりますので、ご多忙のとこ

ろ誠に恐縮ですが、趣旨をお汲みとりのうえ、ご協力を賜りますようお願い申

し上げます。 

なお、本調査は、高松市から財団法人日本システム開発研究所に委託し、実

施しておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。 

  

           平成１５年１２月  高松市長 増田 昌三 
           【高松市 企画財政部 企画課 合併推進室】 

 
 

市町合併についての意識調査調査票 
（事業所・各種団体用） 
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１ 本調査は、高松市の委託により、「広域的まちづくりに関する調査」の一

環として、財団法人日本システム開発研究所が実施しています。 
 
 
２ 本調査は、高松商工名鑑に掲載された事業所から無作為に抽出した事業所

並びに各種団体、約２００事業所・団体を対象としています。 
 
 
３ 回答の結果は、すべて統計的に処理され、貴事業所・団体が調査票に記入

された個々の内容やデータが、本調査以外の目的で使用されることは絶対
にありません。 

 
 
４ 回答方式は、あてはまる項目の番号に○印をつけていただくものが大半と

なっています。また、特に指定のない設問については、すべての方がお答
えください。 

 
 
５ 本調査は、貴事業所・団体を対象としているものですので、貴事業所・団

体の考えに基づいてご記入ください。 
 
 
６ ご記入がお済みになりましたら、本調査票を別添の封筒に入れ、密封した

上で、回収にまいります調査員にお渡しいただくか、もしくは１２月２４
日（水）までに郵便ポストに投函してください（切手は不要です）。 

 
 
７ 本調査の内容等についてご不明な点などございましたら、お手数ですが、

下記までご連絡ください。 
 
 
 

財団法人日本システム開発研究所 国土・地域政策研究室 
担当者：芳賀（はが）、中山、矢下 

 
〒162-0087 東京都新宿区富久町 16-5 

新宿高砂ビル 
TEL：０３－５３７９－５９３２ 
FAX：０３－５３７９－５９３９ 

～ ご記入にあたって ～ 
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【問３】へ 

《高松市が果たすべき役割について》 

現在、高松市は、県庁所在都市として、また、政令指定都市に準ずる中核市として、圏域の

中心都市としての役割を果たしています。今後の高松市の果たすべき役割について、貴事業

所・団体の考えをお聞かせください。 

 

【問１】 

貴事業所・団体は、どのようなことから、高松市が圏域の中心都市としての役割を果たして

きていると考えますか。次の選択肢の中から、貴事業所・団体の考えに近いものを選び、番号

に○印をつけてください。（３つ以内） 

 

 １ 国や企業の四国地域全体を管轄する出先機関・支店等が多く集中している。 

 ２ 質の高い商業施設や文化施設などが多く、市外からの買物客や利用者が多い。 

 ３ 道路、鉄道など広域的な交通ネットワークの中心となっている。 

 ４ 働く場所が多く、市外からの通勤者が多い。 

 ５ 大学をはじめとする教育機関が多く、市外からの通学者が多い。 

 ６ 住民のスポーツ、文化活動などが活発で、県内の活動の中心となっている。 

 ７ ごみ・し尿処理や消防・救急業務など、高松市を中心とする広域行政等が進められてい

るほか、近隣町との連携事業も活発に行われている。 

 ８ 圏域の中心都市としての役割については、特に感じられない。 

 ９ その他（具体的に                              ） 

 

【問２】 

貴事業所・団体は、こうした高松市が果たしている圏域の中心都市としての役割について、

どのように評価しておられますか。高松市の圏域の中心都市としての役割の現状評価について、

次の選択肢の中から、貴事業所・団体の考えに近いものを選び、番号に○印をつけてください。

（１つだけ） 

 

 １ 十分に役割を果たしている。 

 ２ 一部に不十分な点がある。 

 ３ 全般的に不十分である。 

 ４ どちらとも言えない。 

 ５ その他（具体的に                              ） 
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【問２】で２、３を選ばれた方のみお答えください。 

【問３】 

貴事業所・団体は、高松市の圏域の中心都市としての役割について、どのような点が十分で

ないとお考えですか。次の選択肢の中から、貴事業所・団体の考えに近いものを選び、番号に

○印をつけてください。（３つ以内） 

 

 １ オフィス・研究所・工場誘致など産業の振興や商業活動などによる都市活力の増進 

 ２ 文化、スポーツ、余暇活動などの住民交流の活発化による元気な都市づくり 

 ３ 防災および福祉、医療、教育など安心、安全な市民生活の充足 

 ４ 交通ネットワークの整備 

 ５ 自然環境や生活環境の保全 

 ６ 個性的な魅力あるまちづくり 

 ７ 都市圏域全体の一体的なまちづくりの推進 

 ８ 活力ある都市づくり、まちづくりに向けた住民の参画 

 ９ 行政と事業者との連携 

 10 その他（具体的に                              ） 

 

 

全員がお答えください。 

【問４】 

貴事業所・団体は、今後も、高松市が圏域の中心都市として、必要な役割を果たしていくべ

きだと思いますか。 

 

１ そう思う。 

 ２ どちらかと言えばそう思う。 

 ３ どちらかと言えばそう思わない。 

 ４ そう思わない。 

 ５ どちらとも言えない。 
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《市町合併について》 

地方自治体を取り巻くさまざまな行政課題に対応していくための方策の一つとして「市町村

合併」（高松市においては市町合併）が大きなテーマとなっていますが、市町合併に対する貴

事業所・団体の考えをお聞かせください。 

 

【問５】 

高松市では、現在、塩江町および香川町と、それぞれ合併協議会を設置していますが、貴事

業所・団体はこのことを知っていますか。 

 

 １ どちらの合併協議会も知っている。 

 ２ 塩江町との合併協議会のみ知っている。 

 ３ 香川町との合併協議会のみ知っている。 

 ４ どちらの合併協議会も知らない。 

 

【問６】 

 高松市では、市町合併を考えるに当たって、主に次のような視点を整理していますが、これ

に対する貴事業所・団体の評価をお聞かせください。それぞれの項目に対する貴事業所・団体

の評価に該当する欄に○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   評価 
 視点                 

強 く そ
う思う 

そ う 思
う 

あまりそう
思わない 

そう思わ
ない 

判断でき
ない 

１生活圏域の広域化を踏まえた、生活圏と行政

圏とのズレの解消 

     

２行財政能力の向上、自立できる自治体への脱

皮 

     

３一定規模の確保による行政運営基盤の確立

（少子高齢化への適切な対応） 

     

４地域資源を生かした次世代への地域づくり、

新しいまちづくり 

     

５住民の負担（行政コスト）の低減による行政

サービスの充実、効率的行財政運営 

     

６運命共同体である都市圏域におけるリーデ

ィングシティとしての責任遂行 

     

７将来の道州制を展望した州都機能の確保 

 

     

１ 生活圏域の広域化を踏まえた、生活圏と行政圏とのズレの解消 
２ 行財政能力の向上、自立できる自治体への脱皮 
３ 一定規模の確保による行政運営基盤の確立（少子高齢化への適切な対応） 
４ 地域資源を生かした次世代への地域づくり、新しいまちづくり 
５ 住民の負担（行政コスト）の低減による行政サービスの充実、効率的行財政運営 
６ 運命共同体である都市圏域におけるリーディングシティとしての責任遂行 
７ 将来の道州制を展望した州都機能の確保 
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【問７】 

市町合併による効果としては、次のことがあげられますが、このうち、貴事業所・団体が重

要と思われるものは、次のうちどれですか。次の選択肢の中から、貴事業所・団体の考えに近

いものを選び、番号に○印をつけてください。（３つ以内）  

 

 １ 議員・職員等の削減により経費が節減できる。 

 ２ 市町が違うことで利用しにくかった公共施設が利用しやすくなり利便性が向上する。 

 ３ 広域的視点に立った将来のまちづくりが可能になる。 

 ４ 行財政基盤の強化により自治体の行財政能力が高められる。 

 ５ スポーツ施設、文化施設等の公共施設のバランスのとれた配置により行財政の効率化が

図られる。 

 ６ 地域のイメージアップ、活性化が図られる。 

 ７ より高度で専門的なサービスを提供することができる。 

 ８ 地域の特性を活かしたまちづくりをすることができる。 

 ９ その他（具体的に                              ） 

 

【問８】 

市町合併によるマイナス面、不安な点のうち、貴事業所・団体が重要と思われるものは、次

のうちどれですか。次の選択肢の中から、貴事業所・団体の考えに近いものを選び、番号に○

印をつけてください。（３つ以内） 

 

１ 行政区域が広がると、きめ細かな行政サービスが受けられなくなる。 

２ 地域コミュニティ、共同体意識が低下し、住民間の結びつきが希薄になる。 

３ 財政状況の悪化が懸念される。 

 ４ 自治体の規模が大きくなることにより、市民の声が届きにくくなる。 

 ５ 歴史、文化、伝統といった地域の特性が薄れてしまう。 

 ６ 中心部ばかり発展し、中心部と周辺部の間に格差が生じる。 

 ７ 市民サービスの水準の低下や負担が増加する。 

８ 合併によるメリットがわからない。 

９ その他（具体的に                              ） 
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【問９】 

 問８のようなマイナス面、不安な点に対し、どのような対応が必要だと思われますか。次の

選択肢の中から、貴事業所・団体の考えに近いものを選び、番号に○印をつけてください。（３

つ以内） 

 

１ 地域における行政サービスの窓口としての支所・出張所の機能を拡充させる。 

２ 自治会をはじめとするコミュニティの活動を促進するとともに、活動の拠点づくりを進

めることにより、コミュニティの活性化を図る。 

３ 地域住民の声を市政に反映させるための地域組織を設置する。 

 ４ 住民のボランティア活動支援などにより、財政負担を抑止しつつ行政サービスの水準を

維持する方策を推進する。 

 ５ 地域の特性を活かしたバランスのとれたまちづくりを進める。 

６ 行財政改革の推進により健全な行財政運営を行う。 

７ 合併によるメリットなどの詳しい情報が、簡単に入手できるようにする。 

 ８ 合併による財政シミュレーションを公表する。 

９ その他（具体的に                             ） 

 

【問１０】 

貴事業所・団体は、高松市と近隣町との合併についてどのようにお考えですか。次の選択肢

の中から、貴事業所・団体の考えに近いものを選び、番号に○印をつけてください。（１つだ

け） 

 

 １ 合併を進めていくべきである。                  

 ２ どちらかというと合併を進めていくべきである。 

 ３ 近隣町が望めば合併を進めていくべきである。 

 ４ どちらかというと合併を進めていくべきではない。 

 ５ 合併する必要はない。 

 ６ 合併には関心がない。 

 ７ その他（具体的に                              ） 
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【問１１】 

合併後の新しいまちづくりにおいて、特に重点的に対応すべきと思われる施策は何ですか。

次の選択肢の中から、貴事業所・団体の考えに近いものを選び、番号に○印をつけてください。

（５つまで） 

 

 １ 良好な地球環境の保全と創造、リサイクル社会の形成など環境問題への対応 

 ２ 緑化、都市景観の向上、下水道整備など都市アメニティの向上 

 ３ 道路・河川の整備や防災・消防の充実など安全で安心できる生活環境の整備 

 ４ 子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり 

 ５ 地域保健や医療体制など健康づくりの充実 

 ６ 高齢者や障害者にやさしいまちづくりの推進 

 ７ 男女共同参画の社会づくりなど基本的人権を尊重する社会の確立 

 ８ 学校教育、生涯学習の推進、青少年健全育成など生涯学習社会の形成 

 ９ 地域に根ざした個性ある芸術・文化の創造と振興 

 10 商業業務機能の強化や農林水産業・工業の振興など地域を支える産業の振興 

 11 魅力のある観光・コンベンションの振興 

 12 総合的な視点に立った都市交通網の形成 

 13 環瀬戸内海圏の中核都市にふさわしい広域都心の形成 

 14 健全な市街地整備、適正な土地利用の推進など計画的な市街地の形成 

 15 情報通信機能・基盤の整備など情報通信社会に対応できる拠点機能の強化 

 16 国際化への対応と都市交流の推進 

 17 コミュニティの活性化など心ふれあうコミュニティづくり 

 18 市民と行政が協働して取り組むパートナーシップのまちづくり 

 19 行財政改革の推進 

 20 近隣町との連携推進 

 21 その他（具体的に                           ） 

 

【問１２】 

 このほか、高松市のまちづくり、市町合併などについて、ご意見があれば、下欄にご自由に

ご記入ください。 
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最後に、統計処理上必要な貴事業所・団体の属性についておたずねします。 

１ 貴事業所・団体の構成員・従業者数 

(1)５０人未満 

(2)５０人以上１００人未満 

(3)１００人以上１５０人未満 

(4)１５０人以上 

２ 貴事業所・団体の業種／活動分野  

（事業所の場合） (1)鉱業 (2)建設業 (3)製造業  

(4)電気ガス水道業 (5)運輸通信業 (6)卸売業 

(7)小売業 (8)飲食業 (9)金融・保険業  

(10)不動産業 (11)サービス業 

 

（団体の場合） (1)農林漁業関係 (2)経済産業全般  

(3)建設業関係 (4)製造業関係 (5)商業関係  

(6)サービス業関係 (7)専門職能団体 

(8)医療 (9)福祉 (10)教育 (11)文化・芸術 

(12)スポーツ (13)観光 (14)環境 

(15)女性・男女共同参画 (16)雇用・労働  

(17)青少年育成 (18)交通安全・防災  

(19)地域社会全般・地域づくり (20)ボランティア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記は、高松市および高松市が関係している合併協議会のホームページのアドレスです。是

非、アクセスしてみてください。 

 

高松市ホームページ            http://www.city.takamatsu.kagawa.jp 

高松市・塩江町合併協議会ホームページ   http://www.takamatsu-shionoe.jp 

高松市・香川町合併協議会ホームページ   http://www.citytakamatsu-townkagawa.jp 

 

 
 

 

－ ご協力ありがとうございました － 

 


